
 

平成１９年度予算 施策別概要 

 
 
                   32101 交通安全意識と交通マナーの向上に向けた 

     啓発・教育の推進       （生活部） 

   （主担当部：生活部）      32102  安全で快適な交通環境の整備 （警察本部） 

                   32103  交通秩序の維持         （警察本部） 
 
＜施策の目的＞ 

（対象）県民一人ひとりが 

（意図）自ら交通安全意識を高め、安全で安心な交通社会の中で活動している 

 

＜施策の数値目標＞ 

2010 １３０人以下  
目標値 

2007 １５０人    

施策目標 

項  目 

（主指標） 

交通事故死者数 

現状値 １６７人    

 ※ 交通事故発生から 24 時間以内の死者数 

 
＜現状と課題＞ 
・ 2006 年（平成 18 年）中、県内の交通事故死者数は 167 人と４年連続して 200 人を下回るな

ど、減少傾向の定着化の兆しもみられるものの、依然として多くの尊い命が失われているとと
もに、交通事故総件数、負傷者数は高い水準で推移しています。特に、高齢社会が一層進展し

ている中で、高齢者が当事者となる事故が増加傾向にあります。 
・ このため、交通事故に伴う死者数の一層の減少に取り組むことに併せ、交通事故そのものの

減少や死傷者数の減少に向けて、交通安全意識の高揚や交通安全施設の整備など地域の交通安
全力を高めるため、ソフト・ハード両面からの対策をより一層積極的に推進することが必要で

す。 

 
＜平成１9年度の取組方向＞ 

① 都市部を中心に市町との連携を強化し、四季の交通安全運動などの取組を通じて、県民の
交通安全意識の一層の高揚を図るとともに、子どもや高齢者などの交通弱者が安全で安心し

て生活できる交通環境の形成や飲酒運転の根絶に向けた交通安全対策を推進します。 
② 信号機の新設・改良、歩道等の整備、交差点改良などを計画的に推進するとともに、生活道

路等における交通事故多発箇所等の解消に向けた重点的な整備を推進します。 

2010 ４３，７００人  
目標値 

2007 ３９，８００人  
無事故・無違反をめざす県事業の

参加者数 
現状値 ３８，５２０人  

2010 ９５．０％  
目標値 

2007 ９２．４％  シートベルトの着用率 

現状値 ９１．５％  

2010 １５，５００人以下  
目標値 

2007 １７，０００人    

県の取組 

目標項目 

（副指標） 

交通事故死傷者数 

現状値 １７，７７７人    

３２１ 交通安全対策の推進 



 

③ 交通ルールの遵守とマナーの向上をはかるため、飲酒運転などの悪質危険な違反やシートベ
ルト・チャイルドシートの正しい着用の徹底に重点を置いた取締りや啓発を推進します。 

 

＜主な事業＞ 
①（新）飲酒運転根絶強化推進事業 

【基本事業名：32101 交通安全意識とマナーの向上に向けた啓発・教育の推進】 

予算額：⑱ － 千円 → ⑲ ２，４８９千円 

  事業概要：飲酒運転の根絶に向けて、県民が「飲酒運転は絶対にしない、させない」という
意識を強く持つようにするため、県民、市町、関係機関等と連携し、強化期間の

設定による集中的な広報啓発やシンポジウムの開催等に取り組みます。 
 

②（新）（重）交通弱者の交通安全意識啓発事業 
【基本事業名：32101 交通安全意識とマナーの向上に向けた啓発・教育の推進】 

  予算額：⑱ － 千円 → ⑲ ７，７７５千円 
  事業概要：全国の先進的な交通弱者対策を調査し、その取組内容等を市町や交通関係機関・

団体に対して紹介することにより、市町を基盤とした交通安全対策の充実を支援

するとともに、各地域で活動する人材の育成や地域の実情に応じた交通安全活動
への支援に取り組みます。 

 
③（重）民間委託による交通安全教育・啓発活動事業 

【基本事業名：32101 交通安全意識とマナーの向上に向けた啓発・教育の推進】 
  予算額：⑱ ２７，８２５千円 → ⑲ ２７，８２５千円 

  事業概要：交通弱者を重点対象として、知識・経験・ノウハウおよび交通安全教育に必要な

資料等を有する交通安全アドバイザー（民間委託）による「参加・体験・実践型」
の交通安全教育・啓発活動を推進します。 

 
④（新）（重）くらしの道交通安全施設整備事業 

【基本事業名：32102 安全で快適な交通環境の整備】 
予算額：⑱ － 千円 → ⑲ １７３，４６３千円 

  事業概要：信号機の設置要望箇所のうち、必要性、緊急性の高い交差点において信号機を緊
急に整備し、安全・安心で円滑な交通環境を確保します。 

 
⑤（新）（重）自転車・歩行者の安全を確保するみちづくり事業 

【基本事業名：32102 安全で快適な交通環境の整備】 
予算額：⑱ － 千円 → ⑲ １０，０００千円 ＊ 

事業概要：歩行者等の安全・安心を確保するため、通学路において自転車・歩行者用照明灯

の整備を推進します。 
 

⑥（新）飲酒運転総合対策緊急事業【基本事業名：32103 交通秩序の維持】 
予算額：⑱ － 千円 → ⑲ ５，０８７千円 

  事業概要：飲酒運転の根絶に向けて、飲酒運転の取締りを一層強化するとともに、交通事故
被害者と連携した広報啓発活動を推進します。 


